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提携先
　 ハサヌディン大学調査活動センター社会人文学部門（Universitas Hasanuddin, Pusat Kegiatan Penelitian, 
Divisi Ilmu-ilmu Sosial dan Humaniora）
提携先代表
　ラシド・アスバ（Rasyid Asba）
期間
　2004年5月～現在進行中
概要
　東インドネシア地域の公文書資料を所蔵する在マカッサル南スラウェシ州地方公文書館（Badan 
Arsip dan Perpustakaan Daerah, Propinsi Sulawesi Selatan　旧国立公文書館第一級地方支部　Arsip Nasional R.I., Perwakilan 
Propinsi Daerah Tingkat I, Sulawesi Selatan：以後マカッサル公文書館）に保管されている南スラウェシにおける
日本軍政期に関するインタビュー記録（カセットテープ）をデジタル化し、トランスクライブを行う。
さらに、インタビュー未収集地域でインタビュー調査を行い、調査結果について同様に、デジタ
ル化及びトランスクライブを行う。成果は、上記マカッサル公文書館、ハサヌディン大学、東京
外国語大学に同じものを保管し、資料の利用規定に基づき、学術的目的のために限って、利用を
許可する。
インタビューの内容について
　マカッサル公文書館には、南スラウェシ州で行われた日本軍政期に関するインタビューを録
音したカセットテープ100本が保管されている。このインタビューの収録はマカッサル公文書館
職員によって1997～ 1998年、2001年に国費で行われた。調査をおこなった地域は、南部スラ
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ウェシ島各県。目的は、日本占領期に関するインタビューによる記録作成。対象は一般人とされ
ている（同時期に、要人に対するインタビューも行われており、その成果も保管されているが、これは公開されていない）。
　インタビュー数は82、インフォーマントの数は80人である。その内訳は、ボネ（Bone）11人、
バル（Barru）10人、マロス（Maros）6人、バンタエン（Bantaeng）3人、ピンラン（Pinrang）12人（13
本）、エンレカン（Enrekang）9人（10本）、ルウ（Luwu）12人、シンジャイ（Sinjai）3人、パンクップ
（Pangkep）9人、ブルカンバ（Bulukamba）5人である。回答者が使用している言葉は、5％にあたる
4名がマカッサル語、53.7％にあたる43名がブギス語、41.3％にあたる33名がインドネシア語
である。
　回答者の年齢は、1942年当時、全体の8.75％にあたる7人の回答者が12歳以下、16人（20％）
が13～ 16歳、19人（24％）が17～ 20歳、16人（20％）が21～ 24歳、4人（5％）が25～ 28歳、
3人（3.75％）が29～ 32歳、1人（1％）が33～ 36歳、2人（2.5％）が37歳以上、不明者が12人
（15％）となっている。残念なことに、これらインフォーマントの家族構成、職業、教育などの情
報が空欄のままになっている場合が多い。インフォーマントの選択基準も説明されていない。し
かし、それでもなお、このインタビュー集には貴重な情報が含まれている。インフォーマントは、
非常に詳細にそれぞれの当時の状況を語っており、地名・個人名まで実名で明らかにされている。
　これまでインドネシアの日本軍政期の研究はジャワに中心が置かれ、その他の地域の事情につ
いては研究がジャワのレベルにまで達していない。インタビュー調査も、十分に行われてきた
とは言えない。ジャカルタの国立公文書館（Arsip Nasional R.I.）によると、オーラル・ヒストリー
は1972年からその研究・収集が開始されている。1975年に日本軍政期（1942～ 1945年）、1976年
にインドネシア革命期（1945～ 1949年）、1986年から再度日本軍政期（特に、PETA、義勇軍、兵補、労
務者に関するもの）についてのインタビュー調査がインドネシア全体で行われている。2004年から
は、最近の出来事（2004年選挙、アンボン紛争、パプア問題、GAM問題、津波など）に関するインタビューも
行われるようになっている。現在までにオーラル・ヒストリー全体で収集された記録は、1069
人分（カセットテープ3869本）で、そのうち南スラウェシでの記録は27人分（カセット119本）であるが、
日本軍政期に関するインタビューとしては、インドネシア全体で44人分（カセット200本）に過ぎ
ず、南スラウェシ分はその内のわずか4本のみである（実施時期は、1975～ 1976年、1982年）。そのため、
今後、ジャワ島以外の日本占領の実態について、さらに調査が進められることが期待されている。
　インドネシアの場合、スハルト政権下では、調査許可の取得が困難であったため、これまでマ
カッサル公文書館のインタビュー記録を用いてなされた正式な研究はないとされている。今回、
このデジタル化及びトランスクライブを通じて、現地の研究者も含め、初めて直に資料に触れる
機会が与えられ、ハサヌディン大学では、南スラウェシの歴史の書き換えの可能性を大いに含ん
だ貴重な研究資料であると注目している。特に、これまであえて触れられてこなかった現地人官
僚と一般住民との関係について興味深い事象が見られると述べている。
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これまでの経過
2004年
　ハサヌディン大学調査活動センター社会人文学部門の研究者とマカッサル公文書館の職員が共
同で作業をおこなった。まず、テープを聴き、内容を確認した後に、デジタル化作業をおこない、
その後トランスクライブを行った。CDとトランスクリプトを3セット作成し、マカッサル公文
書館、ハサヌディン大学、東京外国語大学C-DATSに保管した。
2005年
　日本：研究会の開催
　6月25日に、オーラル・アーカイブ班第12回定例研究会「インドネシア日本軍政期研
究とオーラル資料」を開催した。オーラル資料の収集と利用法について、実際にインド
ネシア日本軍政期研究のなかオーラル資料を用いている2人の研究者に発表を依頼した。 
発表者はイェール大学のフランク・ドント（Frank Dhont - Yale University）氏と国文学研究資料館の前
川佳遠理氏の2名。ドント氏は"Beneﬁts and Dangers of Oral sources: Makasar archives（TUFS）
and Romusha interviews（Yale）"というタイトルで、イェール大学での調査を紹介しながら、研
究におけるそれらの資料の利用法について話し、前川氏は「記録と歴史叙述：インドネシア兵補
をめぐるオーラル・ヒストリーとマカッサル・インタビュー」というタイトルで、兵補研究に関
する研究史と、その研究におけるインタビュー調査の有用性と問題点についての報告を行った。
また彼女は今回デジタル化したマカッサル公文書館のオーラル資料についても、その利用の問題
点を指摘した上で、分析の可能性についての示唆に富んだコメントを行った。
　インドネシア：
①インタビュー調査及びオーラル・ヒストリーに関するワークショップの開催
　2005年8月29－30日にマカッサルで、インタビュー未収集地域での調査をおこなう準備とし
て、インタビュー調査の手法及びオーラル・ヒストリーに関するワークショップを開催した。参
加者は、大学の研究者、公文書館職員だけでなく、中学・高等学校の歴史の教師も参加していた。
　ワークショップには、ジャカルタから国立公文書館館長ジョコ・ウトモ（Joko Utomo）氏と国
立科学研究所研究員（Lembaga Ilmu Pengetahuan Indonesia）エルウィザ・エルマン（Erwiza Erman）氏が
報告者として招待された。ジョコ・ウトモ氏は、Pengarsipan sejarah lisan Jepang di Indonesia
（「インドネシアにおける日本占領期オーラル・ヒストリー記録」）というタイトルで、ジャカルタの国立公文書
観におけるオーラル資料収集の歴史について語り、エルウィザ・エルマン氏は、Problematika 
Penggunaan Sumber Lisan dalam Historiograﬁ Sejarah Indonesia Modern（「インドネシア近代史叙述に
おけるオーラル資料利用の問題点」）というタイトルで報告を行った。彼女は、オーラル資料を分析材料
として利用している歴史学者の一人として、歴史研究におけるオーラル資料の位置付けについて
概説を行ったうえで、インドネシア史のケースについて報告をおこなった。また、インタビュー
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調査の手法についても注意点を説明した。
　マカッサル側からは、本プロジェクトのリーダー、ラシド・アスバ氏、マカッサル文書館館
長ザイナル・アビディン（M. Zainal Abidin）氏、ハサヌディン大学講師ヌルハヤティ・ラフマン
（Nurhayati Rahman）氏、エドワード・プリンゴマン（Edward Poelinggoman）氏、スリアディ・マパンガ
ンガラ（Suriadi Mappangangara）氏が報告を行った。
　ワークショップでは、史料としてのオーラル資料の信憑性についての質問や、日本占領期の歴
史の大幅な書き換えの主張に対する懐疑的な意見が相次いで出され、活発な議論が交わされた。
②インタビュー未調査地域での調査
　上記のワークショップの成果を受け、2005年9月から2006年2月まで、南スラウェシの未
調査地域でのインタビュー調査が行われた。インタビューは86本のカセットテープに録音され、
デジタル化がなされた（CD7枚）。
今後の予定
　2006年度の予定としては、
①トランスクリプトのインドネシア語翻訳
　トランスクリプトで使用されているブギス・マカッサル語では利用者の数が非常に限られてし
まうため、より利用しやすい形に整えるため、インドネシア語に翻訳する。
②出版
　収集したインタビューの目録の出版を検討中である。
③デジタル化
　2005年度に収録されたインタビューをデジタル化し、東京とマカッサル（ハサヌディン大学とマ
カッサル公文書館）で保存管理をおこなう。
④利用規定の作成
　インタビュー中には個人名等が含まれているため、利用は学術目的に限るが、そのための規定
や利用方法について今後検討し、インドネシア側にも提示する予定である。
